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１． 令和５年度第２回農業委員・農地利用最適化推進委員研修会を 

開催 

佐賀県農業会議（会長：大園敏明）は、地域計画の策定に向けた取組みをより

一層推進するため、１月 25 日・26 日に上峰町及び玄海町で「令和５年度第 2 回

農業委員・農地利用最適化推進委員研修会（地域計画の策定に向けた取組推進研

修会）」を開催し、約 560 人が参加しました。 

 はじめに、一般社団法人全国農業会議所農地・組織対策部の佐藤陽平農地利用

最適化担当部長より、農業・農政をめぐる情勢について説明いただきました。「食

料・農業・農村基本法」の改正に伴い、食料安全保障の観点から農地の総量確保・

適正利用のために農地制度の見直しが予定されていることや、農地を維持する

ために既に地域計画の取組みが始まっていること、地域計画のポイント等につ

いて解説され、地域計画は地域総動員で農地を守るための計画であり、農業者が

主体となって話し合いを重ねることが大事だと話されました。 

 次に、株式会社北山神水川ファームの八段俊一取締役より、標高 300～400m

の山間部で地域農業・集落を維持するために法人を設立された事例について報

告いただきました。専門家による将来の人口予測を実施し、５年後 10 年後には

農業会議だより 

 １．農業委員・農地利用最適化推進委員研修会を開催 
２．農業委員会事務局長会議を開催 
３．農業委員会女性委員研修会を開催 
４．地域の話し合いの活性化に向けたスキルアップセミナーについて 
５．農業委員会職員研修会（目標地図作成）を開催 
６．太良町農業委員会の取り組みについて 
７．佐賀県農業公社による園芸団地の整備・運営支援 
８．農業者年金の加入推進について 
９．全国農業新聞普及推進・全国農業図書紹介 
10．常設審議委員会の結果（1・2 月） 
11．行事予定 
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既存の体制では農業の維持が難しいと危機感を

持った発起人５名を中心に、集落の枠組みを超

えた新たな組織づくりに着手。発起人会、世話人

会、設立準備委員会による検討体制を作り、７集

落の代表者を参集して話し合いを重ね、令和３

年に広域組織を設立されました。経営安定のた

めドローンによる防除や草刈、林業作業の受託

も実施して正社員２名を雇用されており、将来

的には農地の受け皿として、地域の農地を任せ

られる組織を目指したいと話されました。 

 最後に、川古集落営農組合の久保喜久男組合

長より、「次世代が参画しやすい持続可能な営農

体制づくり」を組織理念に掲げ、地域ぐるみで農

地を守るために取り組まれている事例について

報告いただきました。令和２年に「地域将来を考

える会」を発足。意向調査の結果を反映した将来

地図を元に話合いを実施し、同時に「農地を守る

５か条」を作成・全戸周知。令和３年には機械の

所有状況や稼働可能年数の調査を実施し、作業

受託や団地化の見通しを立て、令和４年には営農情報や猪被害の共有・利便性向

上のために Z-GIS を導入。また、地元の消防団員に農作業に協力できるか調査

を実施し、賛同を得た若手５名に研修を実施、作業班のオペレーターに参画して

もらうなど、将来に向けた段階的な仕組みづくりについてお話いただきました。 

 参加した委員からは、「我々も危機意識を持って地域のことを考えなければな

らない。」「これからは担い手に任せるだけでなく、地域ぐるみの農業を目指さな

いといけない。」「地域を守るために話し合いを行い、実行する。それが地域計画

の趣旨であり、着実に取り組まれた事例で参考になった。」など、前向きな意見

が多くみられました。 

 

２．農業委員会事務局長会議を開催 

佐賀県農業会議（会長：大園敏明）は、２月９日（金）に佐賀市で市町農業

委員会事務局長会議を開催しました。内容は以下のとおりです。 

（１）農業委員会を取り巻く情勢について 

（２）地域計画の策定に向けた取り組み状況について 

（３）令和６年度農業委員会関係予算について 

（４）会計検査の状況について 

八段俊一取締役 

久保喜久男組合長 
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（５）農業委員会サポートシステムについて 

（６）女性委員の登用促進について 

（７）農業会議の役員改選について 

（８）令和６年度会議・研修会等の計画案について 

  

地域計画の策定に向けた取り組み状況について、江北町、白石町、鹿島市、

嬉野市より報告がありました。江北町ではモデル地区の地域計画のとりまとめ

の段階であることや白石町からはアンケート結果の状況報告がありました。ま

た、鹿島市ではみかん園が中心の地区で話し合いを実施たこと、嬉野市では目

標地図の作成に係るデータ入力が完了したことなどの報告がありました。 

地域計画の策定については取り組みに温度差がありますが、協議の場の段階

になっている市町が少しずつ増加しています。地域計画が令和７年３月までに

すべての市町で策定できるよう農業委員・推進委員の地域での活動が期待され

ています。 

 

３．農業委員会女性委員研修会を開催 

 佐賀県農業委員会女性協議会（会長：岩

橋久美）は 2 月 24 日、佐賀市で農業委員会

女性委員研修会を開催し、女性委員 31 名が

参加しました。 

 最初に農地法・基盤強化法等の概要につ

いて、基盤強化法での農地の賃借と農地中

間管理事業による賃借が一本化することや

下限面積要件の撤廃等も含めて農業会議よ

り説明しました。 

続いて、令和６年 11 月 20 日・21 日に佐賀県で開催予定の九州・沖縄ブロッ

ク農業委員会女性委員研修会について、現時点での開催案を農業会議より説明

後、研修会の開催に向けて、参加した女性委員同士で意見を出し合いました。 

その後、農業者年金基金の黒田夏樹理事長より農業者年金の加入推進につい

て説明いただきました。 

研修会に参加した女性委員からは、「農地法について改めて知ることができ

た」、「農業者年金の説明は分かりやすく、今後の活動に繋げていきたい」、「佐賀

での研修会が良いものになるよう頑張りたい」といった感想が聞かれ、農地法や

農業者年金についての理解を深めるとともに、来年度の九州・沖縄ブロック農業

委員会女性委員研修会に向けて機運を高める研修会となりました。 
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４．地域の話し合いの活性化に向けたスキルアップセミナーについ

て 

佐賀県農業経営課は、1 月 29 日（月）に佐賀市で「地域の話し合いの活性化

に向けたスキルアップセミナー」を開催しました。地域計画の策定に向けてこれ

から地域での話し合いが行われる予定ですが、担当者からは地域での話し合い

の開催に不安の声が上がっていました。そこで、話し合いのスキルアップを図る

ため、農業会議の職員を講師として県の担当者を対象にセミナーを開催し 39 名

が参加されました。 

 

（１）中山間地域での取り組みについて  

佐賀県農政企画課 大坪一樹 氏 

集落戦略の策定に係るこれまでの大坪氏の取り組みを報告。地域の話し合い

に入るためには必ず集落のキーマンと打ち合わせをしてから実施することなど

を話されました。 

 

（２）協議の場の活性化に向けたファシリテーター実践講座  

佐賀県農業会議 武藤正則 氏 

 ○アイスブレイク 

 ○１分間自己紹介 

 ○会場の雰囲気づくりの大事さ 

 ○座談会のルール  

  ・自分ばかり話ません 

  ・頭から否定しません 

  ・楽しい雰囲気を大切にします 

  ・参加者は対等です 

  ・参加者が気持ちよく話せるように協力します 

 ○「話し合いをうまく進めるためのアイデイアについて考えよう」 

 ○発表、投票、アンケート記入 

 

 最初は堅い感じであったが、徐々に打ち解けていき、話し合いをうまく進める

ためのアイデイアがたくさん出ました。また、参加者からは「お菓子や飾りがあ

る研修会は初めてだった」、「積極的に地域での話し合いに参加したい」という声

がありました。 
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５．市町農業委員会職員研修会を開催 
～農業委員会サポートシステムを活用した目標地図作成～ 

佐賀県農業会議（会長：大園敏明）と

佐賀県農業委員会職員協議会（会長：福

岡緑）の共催で 2 月 21 日に「市町農業

委員会職員研修会（目標地図作成）」を

開催しました。 

研修会は、地域計画の策定に係る目標

地図の作成方法を習得するため、開催し

たもので、農業委員会職員等 45 名が参

加されました。 

最初に県農業経営課の江口大登氏より、佐賀県における地域計画の進捗状況

について説明していただきました。この後、基山町産業振興課の松石龍太郎氏

より、農地利用意向調査の結果を農業委

員会サポートシステムへの取り込み方、

それをもとに目標地図を作成するの方法

について解説およびデモ操作をいただき

ました。 

参加者からは、「目標地図を作成するに

あたって具体的な操作方法を知ることが

できた」、「農家の意向情報の入力や目標

地図作成など農業委員会サポートシステ

ムを活用し、作業を進めていきたい」などの感想が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《研修内容》 

(1)地域計画の進捗状況について 

(2)農家等の意向情報の農業委員会サポートシステムへの取り込み方法について 

(3)農業委員会サポートシステムの地図画面での目標地図作成について 
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６．太良町農業委員会の取り組みについて 

（１）農業委員会の体制 

 ・農業委員８名、農地利用最適化推進委員１０名 

(任期：令和５年７月２０日～令和８年７月１９日) 

 ・事務局４名（うち局長兼務、１名会計年度任用職員） 

 

（２）太良町の特色 

「月の引力が見える町」太良町は、佐賀県

の西南部に位置しており、西は標高 996ｍの

多良岳を中心とした多良岳山系、東には干満

の差が最大６ｍにもなる有明海に面してい

ます。 

 たらみかんや竹崎カニは太良町を代表す

る特産物です。 

 

（３）農業委員会の取り組み 

 太良町では、１地区に農業委員と農地利用最適化推進委員をそれぞれ１名ずつ

割り当てています。担当地区では住民の農地の相談や、農地パトロールを行い遊

休農地の発生防止に努めています。 

 また、太良町では委員全員にタブレットを配布しており、農地パトロールや農

業委員会総会案件の農地調査に活用してい

ます。 

 地域計画策定については、モデル地区で 2

月に第 1 回目の協議の場を開催しました。

担当地区の委員も参加し、まずは地域農業

の現状と課題、将来のあり方を話し合いま

した。まだ、模索しながらの活動ではありま

すが、来年度は地域での話し合いを本格的

に行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

モデル地区での協議の場の様子 
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７．佐賀県農業公社による園芸団地の整備・運営支援 

〔農業公社のページ〕 

 佐賀県農業公社では、県下で展開されている「さが園芸 888 運動」の中で重

点的に推進されている取組の一つである「大規模園芸団地の整備」の支援に取り

組んでいます。 

 生産部会や市町、農協など地域の関係者で構成する地域園芸団地運営協議会

が策定し、県の承認を受けた「さが園芸 888 運動園芸団地構想」に位置づけら

れた整備内容に基づき、当公社が各種補助事業を活用して、園芸ハウスを整備し、

受益者にリースしています。 

 令和４年度から整備に着手し、令和４年度は白石町、本年度は武雄市を追加し、

２地区で実施中です。 

 白石町では、令和４年度、規模拡大に

取り組まれる 2 戸のいちごハウス（4 棟、

0.5ha）を整備・リースしました。２戸は、

令和 5 年 9 月に「いちごさん」を定植さ

れ、現在、順調な生産・出荷を続けてお

られます。本年度は、トレーニングファ

ームの修了予定者１戸のいちごハウス

と、昨年度いちごハウスを整備された１

戸の育苗施設を整備中です。 

 

 

 

 武雄市では、本年度、規模拡大者１戸

と、トレーニングファーム修了生２戸

の計３戸のきゅうりハウスを整備中で

す。 

 

引き続き、令和６年度も両地区にお

いて、新規就農者が受益者となるハウ

スの整備・リースを予定しています。 

当公社では、園芸生産拡大の加速化

に向け、園芸団地整備の支援に力を入

れていきます。  

 

 

↑白石町園芸団地のいちごハウス 

（高設栽培） 

↑武雄市園芸団地のきゅうりハウス 

（整備中） 
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8．農業者年金の加入推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 1 月時点での農業者年金の新規加入状況は上表のとおりです。普段

より加入推進活動ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

市町名 目標 加入状況 達成率

佐賀市 8 12 150%

唐津市 12 12 100%

鳥栖市 1 1 100%

多久市 1 1 100%

伊万里市 4 5 125%

武雄市 2 2 100%

鹿島市 3 2 67%

小城市 3 2 67%

嬉野市 2 0 0%

神埼市 2 3 150%

吉野ヶ里町 1 0 0%

基山町 1 0 0%

上峰町 1 0 0%

みやき町 1 2 200%

玄海町 2 4 200%

有田町 1 0 0%

大町町 1 0 0%

江北町 1 3 300%

白石町 7 7 100%

太良町 3 0 0%

計 57 56 98%

農業者年金加入者の声 

令和５年 10 月 6 日付 全国農業新聞 
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11．全国農業新聞・全国農業図書の紹介 

○全国農業新聞 

 

３月時点での購読状況は上表のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町 目標 部数
目標達成

まで

委員

未購読数
市町 目標 部数

目標達成

まで

委員

未購読数

佐賀市 213 165 48 0 吉野ヶ里町 44 32 12 7

唐津市 143 99 44 24 基山町 28 17 11 1

鳥栖市 54 43 11 0 上峰町 23 16 7 2

多久市 58 50 8 0 みやき町 44 45 達成 0

伊万里市 89 68 21 4 玄海町 36 26 10 0

武雄市 93 65 28 0 有田町 43 32 11 3

鹿島市 93 70 23 0 大町町 22 15 7 0

小城市 73 48 25 25 江北町 46 39 7 1

嬉野市 75 50 25 3 白石町 76 54 22 8

神埼市 98 66 32 1 太良町 53 41 12 0

農業会議 96 91 5

1,500 1132 368 79

・農業委員会系統組織が刊行する農業新聞。 

 農業分野全般を網羅した新聞で、特に農地や農業委員会について詳しく掲載。 

・月 4 回・金曜日に刊行の週刊紙で、購読料は月額 700 円。 

・PC やスマートフォンから閲覧できる電子版もある。月額 500 円。 

 （紙版を購読中の人は、手続きをすることで電子版を無料で利用可能。） 

・最終頁から 1 頁開いたところにある「農業委員会ネットワーク通信」には、 

全国の農業委員会の活動事例が掲載。 

     ↓ 

農業委員・推進委員・事務局にとって、農業委員会活動の参考になります。 

・「農業簿記」や「青色申告」のオンライン講座を受けられる「スタディあぐり」 

 等の新聞以外でのキャンペーンも実施中。 

 

  スタディあぐりについて→https://www.nca.or.jp/contact/study_agri.html 

 

◎全国農業新聞について 
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○全国農業図書 

刊行一覧はこちら⇒ https://www.nca.or.jp/tosho/ 

農地法の解説 改訂第 4 版 

法律の条文ごとに、政令、省令、事務処理基準、運用通

知、事務処理要領などの基本的な通知だけでなく、過去

の通達や照会への回答、判例等も引用し、順序立てて農

地法の全体像を基礎から詳細まで分かりやすく説明した

解説書です。 

令和４年度以降の農地制度関係の改正に対応していま

す。 

【税込 3,630 円】 

 

 

農業者年金加入推進事例集 vol.16 

農業者年金の加入推進で大きな成果をあげた農業委員

会・ＪＡの取り組み事例を紹介。農業者への制度周知や

加入者を増やすノウハウ、現場の知恵や工夫など農業委

員会･ＪＡなどの先進事例には学ぶべき点が多くありま

す。 

加入推進の最前線で活躍する加入推進部長をはじめ、

農業委員会組織・ＪＡグループのリーダーの方々が語る

農業者年金の魅力、加入推進への思いを掲載。また、加入

者のほか、年金で豊かな老後を過ごす受給者の喜びの声

も紹介しています。 

【税込 770 円】 

 

農家の経営継承と納税猶予制度のあらまし 

～相続税・贈与税～ 

農業においては、相続による農地の細分化を防止する

とともに、農業後継者の育成、農業経営の継続を図るた

め、農地等の「相続税納税猶予制度」と「贈与税納税猶予

制度」の特例措置が設けられています。本書は、納税猶予

制度の基本的な仕組みを理解し、有効に活用できるよう

に解説しています。 

【税込 440 円】 

 

https://www.nca.or.jp/tosho/
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10．常設審議委員会結果（令和6年1･2月）

<農地法関係処理状況>

○審議件数

○田畑別件数及び面積(㎡) ※田・畑の混合案件があるため、件数の計が一致しない。

11．今後の行事予定

　農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構(佐賀県農業

会議)に意見を求められた案件について、常設審議委員会において審議されました。

　第92回、第93回の件数及び面積については、以下のとおりです。

回数 開催日 区分 件数
第４条 1

第５条 11

第４条 1

第５条 5

第94回

第95回

1月15日

2月15日

月 日 時間 場所 内容

15 13:30 佐賀総合庁舎 第96回常設審議委員会

21 15:30 佐賀総合庁舎 第16回理事会

AM 市町農業委員会事務局長会議

PM 市町農業委員会新任職員研修会

15 13:30 佐賀総合庁舎 第97回常設審議委員会

グランデはがくれ

3

4
11

件数 面積 件数 面積 件数 面積

第４条 0 -             1 3,718    1 3,718       

第５条 10 170,190  6 29,764   11 199,954   

第４条 1 3,255      0 -           1 3,255       

第５条 4 18,697    1 3,232    5 21,929     

畑 計

第94回 1月15日

回数 開催日 区分
田

第95回 2月15日

農業会議だより及び全国農業新聞の記事募集について 

農業委員・推進委員、農業委員会事務局職員及び関係機関の皆様より、

この農業会議だより及び全国農業新聞に掲載してほしい記事を募集して

います。採用された方には粗品を進呈します。 

 

問い合わせは、TEL：0952-20-1810 E-mail：sanoukai@sanoukai.jp 

              担当：佐賀県農業会議 竹下  


